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Ⅰ．はじめに

　日本は世界でも有数の長寿国として知られています
が、その一方で「健康寿命」と「平均寿命」の差、す
なわち自立した生活を送れず介護を必要とする期間の
長さが大きな課題となっています。高齢化が急速に進
む中で、いかにして国民が健康で自分らしい生活を長
く維持できるかが、医療全体の重要なテーマとなって
います。その中で歯科医療の果たす役割は、従来の虫
歯や歯周病の治療にとどまらず、全身の健康と生活の
質に直結するものへと拡大しています。特に「食事
管理」「栄養管理」「口腔機能」、そして「歯科訪問診
療」は、これからの日本の歯科医療における柱である
といえるでしょう。

Ⅱ．食事管理と歯科の役割

　従来、食事管理は栄養士や医師の領域と考えられて
きました。しかし、咀嚼や嚥下は口腔の健康状態に大
きく左右されます。歯の欠損や咬合不良があれば、ど
れだけ栄養バランスを意識しても、実際に食べられる
食品は限られてしまいます。例えば、硬い野菜や肉を
避け、柔らかい炭水化物に偏ることは、糖尿病や肥満
のリスクを高め、結果的に生活習慣病を悪化させる原
因にもなります。歯科医療は「何を食べるか」という
選択の前に、「どう食べられるか」を支える基盤であ
り、食事管理の出発点に位置づけられます。

Ⅲ．栄養管理と口腔の健康

　高齢者施設や在宅療養の現場では、低栄養やフレイ
ル（虚弱）が問題視されています。食欲低下や嚥下障
害により十分な栄養が摂れず、体力の低下や感染症の
リスク増大につながるケースは少なくありません。歯
科医師・歯科衛生士は、口腔内の環境を整えることで
栄養摂取の改善をサポートできます。義歯の調整や口
腔清掃の徹底により、痛みなく食べられる状態を維持
することは、栄養管理の第一歩です。さらに、多職種
と連携して「食べる機能」に基づいた食事形態の選択
を行うことで、高齢者のQOL向上に大きく寄与でき
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ます。

Ⅳ．口腔機能の維持と向上

　近年注目されている「口腔機能低下症」は、咀嚼・
嚥下・発音など、口の持つ多様な機能が衰えていく状
態を指します。口腔機能が低下すると、食べられる食
品の制限だけでなく、誤嚥性肺炎や社会的な孤立にも
直結します。したがって歯科医療は、口腔機能を維
持・向上させるためのリハビリテーションやトレーニ
ングを積極的に導入する必要があります。具体的に
は、舌圧測定や咀嚼力評価、口腔筋機能訓練（オーラ
ルフレイル予防プログラム）などを日常診療に取り入
れることが望まれます。口腔は「食べる・話す・笑
う」という人間らしさの根幹を担う器官であり、その
機能を守ることは社会参加と生活の質を守ることに直
結します。

Ⅴ．歯科訪問診療の重要性

　高齢化の進展とともに、通院困難な患者が急増して
います。そのような方々に歯科医療を届ける手段とし
て、歯科訪問診療は欠かせません。寝たきりや認知症
の患者であっても、口腔ケアを継続することで誤嚥性

肺炎を予防し、生活の質を維持することが可能です。
また、訪問診療の現場では、歯科だけでなく医科・看
護・リハビリなど多職種連携が不可欠であり、地域包
括ケアシステムにおける歯科の役割がますます大きく
なっています。さらに、歯科訪問は単なる治療の提供
にとどまらず、食事・栄養・生活習慣全般を支える

「地域の健康支援者」として機能することが求められ
ています。

Ⅵ．まとめ ──歯科医療の未来へ

　これからの日本の歯科医療は、口腔の治療にとどま
らず、食事管理・栄養管理・口腔機能維持、そして訪
問診療を通じて「生涯を通じた健康支援」を担ってい
くべきです。歯を守ることは全身の健康を守ることに
つながり、口腔機能を維持することは人間らしい生活
を支える基盤となります。高齢化が進む日本におい
て、歯科が食事と栄養の入口を守り、訪問によって地
域全体に医療を届けることは、社会の持続可能性を左
右する重要な使命です。今後、歯科医療は予防と地域
連携をキーワードに進化し、国民の健康寿命延伸に大
きく貢献していくことが期待されます。


